
～アイヌ民族の歴史・文化を学び伝える～

ウポポイ（　　民族共生象徴空間　　）が開業５周年

毎
年

数
万
人
が
来
場

道
内
外
か
ら
の
教
育
旅
行
で
６
万
人
超

民
族
共
生
象
徴
空
間

「
ウ
ポ
ポ
イ
」運
営
本
部
長
　

村
木
美
幸
さ

ん

多文化共生社会
在り方を学んで

開業５周年に寄せて

体
験
学
習
館

愛
称「
ウ
ポ
ポ
イ
」

国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館

体
験
交
流
ホ
ー
ル

工
　
房

チ
セ
と
野
外
ス
テ
ー
ジ

教
育
旅
行
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

■
ア
イ
ヌ
民
族
と
文
化
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ウポポイ全景

　
湖
か
ら
の
爽
や
か
な
風
に
つ
つ
ま
れ
て
広
が
る
民
族
共
生
象
徴
空
間
「
ウ
ポ
ポ
イ
」
。
国
が
先
住
民
族
で
あ
る

ア
イ
ヌ
民
族
の
文
化
復
興
拠
点
と
し
て
２
０
２
０
年
に
北
海
道
白
老
町
ポ
ロ
ト
湖
畔
に
設
置
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
だ
。７
月
で
開
業
５
周
年
を
迎
え
る
。約

㌶
の
敷
地
に
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
や
体
験
交
流
ホ
ー
ル
、

体
験
学
習
館
、
工
房
、
茅
葺
の
チ
セ
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
な
ど
を
整
備
。
ア
イ
ヌ
民
族
の
貴
重
な
文
化
財
や
資
料
の

展
示
、
古
式
舞
踊
の
上
演
、
工
芸
品
の
製
作
実
演
な
ど
多
彩
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
る
。
開
業
が
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
の
時
期
と
重
な
り
、
一
時
、
休
園
す
る
な
ど
苦
心
の
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
約
１
４
０
万
人
、
毎
年

数
万
人
が
来
場
。
修
学
旅
行
で
も
道
内
外
か
ら
６
万
人
を
超
え
る
生
徒
が
訪
れ
る

な
ど
、
北
海
道
の
新
た
な
名
所
と
な
り
、
教
育
旅
行
の
学
習
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

茅葺のチセ（家屋）が並ぶコタン（集落）伝統料理の実食（体験学習館）

ムックリ（口琴）の体験（工房）

伝統芸能の上演（体験交流ホール）

　
茅
葺
の
チ
セ
（
家
屋
）
５

棟
に
よ
る
コ
タ
ン
（
集
落
）

を
再
現
。
季
節
に
合
わ
せ
た

生
業
の
公
開
も
行
っ
て
お

り
、
か
つ
て
の
生
活
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
ア
イ
ヌ
が

敬
う
カ
ム
イ
（
人
間
の
周
り

に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
生

き
物
や
事
象
の
う
ち
、
人
間

に
と
っ
て
重
要
な
働
き
を
す

る
も
の
、
強
い
影
響
が
あ
る

も
の
）
と
の
つ
な
が
り
を
紹

介
す
る
紙
芝
居
や
、
ビ
ン
ゴ

で
遊
び
な
が
ら
動
物
や
民
具

の
ア
イ
ヌ
語
を
学
ぶ
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
あ
り
、
子
供
た
ち
と

一
緒
に
参
加
で
き
る
。

　
教
育
旅
行
や
団
体
客
に
対

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
ア
イ
ヌ

文
化
の
理
解
を
深
め
、
楽
し

ん
で
も
ら
う
施
設
。

　
本
館
は
最
大
２
８
０
人
が

利
用
で
き
る
教
室
に
な
っ
て

お
り
、
人
数
に
応
じ
て
区
切

っ
て
使
う
こ
と
が
で
き
、
ム

ッ
ク
リ
の
演
奏
や
ア
イ
ヌ
料

理
実
食
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
る
。
ア
イ
ヌ

文
化
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
の
が
狙
い
。

　
開
業
後
、
別
館
２
棟
を
増

設
し
て
お
り
、
別
館
で
は
弓

矢
や
ア
イ
ヌ
語
の
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
ト
が
楽
し

め
る
。

　
ア
イ
ヌ
文
化
を
深
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
実
際

に
触
れ
、
体
験
す
る
こ
と
が

大
事
で
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
や
強
化
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

【
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

〇
弓
矢
、
Ｖ
Ｒ
、
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
ト
な
ど

（
毎
日
）

〇
ア
イ
ヌ
料
理
の
調
理
体
験

（
平
日
の
み
）

〇
ア
イ
ヌ
料
理
「
オ
ハ
ウ
」

の
実
食
（
週
末
の
み
）

　
愛
称
の
「
ウ
ポ
ポ
イ
」
は

ア
イ
ヌ
語
で
「
（
お
お
ぜ
い

で
）
歌
う
こ
と
」
を
意
味
し

て
い
る
。

　
国
が
２
０
１
４
年
に
拠
点

設
置
の
基
本
方
針
を
決
め
、


年
か
ら
３
年
の
工
期
を
か

け
て
建
設
。

年
７
月
に
開

業
し
、
公
益
財
団
法
人
ア
イ

ヌ
民
族
文
化
財
団
が
管
理
運

営
を
行
っ
て
い
る
。

　
開
園
は
、
平
日
が
９
時
か

ら

時（

～
３
月
は

時
）

で
、
９
～

月
の
土
・
日
・

祝
日
と
７
月
中
旬
～
８
月
は


時
ま
で
。
休
園
は
毎
週
月

曜
日
。
入
場
料
金
は
、
大
人

が
１
２
０
０
円
、
高
校
生
が

６
０
０
円
で
団
体
割
引
も
あ

る
。
中
学
生
以
下
は
無
料
と

な
っ
て
い
る
。

　
一
昨
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

が
５
類
に
移
行
し
た
の
を
受

け
て
活
動
も
本
格
化
。

　
来
場
者
が
よ
り
ア
イ
ヌ
文

化
に
触
れ
て
感
じ
、
学
び
、

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、

新
た
に
弓
矢
や
ア
イ
ヌ
語
の

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー

ト
な
ど
が
体
験
で
き
る
施
設

を
増
設
。
園
内
を
低
速
で
移

動
す
る
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

（

人
乗
り
）
の
導
入
や
、

土
・
日
・
祝
日
の
参
加
型
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
夏
休
み
期
の
イ

ベ
ン
ト
も
強
化
し
た
。

　
さ
ら
に
、

時
以
降
の
入

場
料
金
の
割
引
を
実
施
す
る

な
ど
、
積
極
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
５
周
年
を
迎
え

る
「
ウ
ポ
ポ
イ
」
の
施
設
や

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す

る
。

　
先
住
民
族
ア
イ
ヌ
を
主
題

と
し
た
日
本
最
北
の
国
立
博

物
館
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
貴

重
な
文
化
財
や
資
料
約
１
万

点
と
映
像
を
収
蔵
し
て
い

る
。
ア
イ
ヌ
民
族
の
視
点
に

立
っ
た
多
彩
な
展
示
や
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
、
来
場
者
に

ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
や
文
化

を
紹
介
す
る
。

　
基
本
展
示
室
は
「
私
た
ち

の
こ
と
ば
」「
私
た
ち
の
世

界
」「
私
た
ち
の
く
ら
し
」

「
私
た
ち
の
歴
史
」「
私
た
ち

の
し
ご
と
」「
私
た
ち
の
交

流
」
の
６
つ
の
テ
ー
マ
で
構

成
し
、
展
示
件
数
は
約
８
０

０
点
に
上
る
。

　
中
央
の
プ
ラ
ザ
展
示
か
ら

周
辺
に
自
由
に
回
り
な
が
ら

見
学
し
て
い
く
。
模
型
や
触

れ
る
展
示
物
で
歴
史
と
文
化

を
体
験
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ

ー
も
設
け
た
。

　
特
別
展
示
室
で
は
、
世
界

の
先
住
民
族
の
歴
史
、
文
化

に
関
す
る
最
新
の
調
査
・
研

究
の
成
果
を
紹
介
す
る
展
覧

会
な
ど
も
開
催
。

　
週
末
に
は
研
究
員
・
学
芸

員
に
よ
る
展
示
の
解
説
や
誰

で
も
参
加
で
き
る
ア
イ
ヌ
語

教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行

っ
て
い
る
。

【
映
像
・
参
加
イ
ベ
ン
ト
】

〇「
ア
イ
ヌ
の
歴
史
と
文
化
」

「
世
界
が
注
目
し
た
ア
イ
ヌ

の
技
」「
普
段
着
の
ア
イ
ヌ
」

の
上
映（
シ
ア
タ
ー
、毎
日
）

〇「
展
示
解
説
」「
講
演
会
」

「
ア
イ
ヌ
語
教
室
」
な
ど
の

特
別
イ
ベ
ン
ト（
週
末
な
ど
）

　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
古
式
舞
踊
や

各
地
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
歌

や
踊
り
や
語
り
の
上
演
、
ム

ッ
ク
リ
（
口
琴
）
や
ト
ン
コ

リ
（
五
弦
琴
）
の
演
奏
を
行

っ
て
い
る
。

　
定
員
３
０
３
人
の
快
適
な

ホ
ー
ル
は
、
客
席
と
ス
テ
ー

ジ
が
近
く
、
出
演
者
と
顔
の

見
え
る
交
流
が
で
き
、
会
場

一
体
と
な
っ
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。

【
実
演
・
映
像
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

〇
「
シ
ノ
ッ
」
（
踊
り
、
遊

び
）、「
イ
メ
ル
」（
稲
光
）

の
上
演（
毎
日
、４
～
５
回
）

〇
「
カ
ム
イ
・
ユ
カ

」
（
神
謡
）
ア
ニ
メ
の
上
映

（
毎
日
）

　
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
木
彫
、

刺
し
ゅ
う
、
織
物
、
編
物
の

製
作
実
演
や
解
説
、
ス
タ
ッ

フ
の
指
導
を
受
け
て
製
作
で

き
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
し
て
い
る
。
自
分
だ
け
の

特
製
ス
マ
ホ
ス
タ
ン
ド
や
コ

ー
ス
タ
ー
を
作
っ
て
み
る
の

も
楽
し
い
。

　
ム
ッ
ク
リ
や
、
ト
ン
コ
リ

の
演
奏
に
も
気
軽
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

〇
ム
ッ
ク
リ
、
ト
ン
コ
リ
の

演
奏
体
験
（
毎
日
）

〇
木
彫
、
刺
し
ゅ
う
の
製
作

体
験
（
毎
日
）

　
ま
た
、
コ
タ
ン
前
に
あ
る

広
場
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
夏
季
限
定
で
ア
イ
ヌ
文

化
解
説
や
芸
能
な
ど
の
公
演

を
毎
日
５
～
６
回
開
催
。

　
目
の
前
に
広
が
る
ポ
ロ
ト

湖
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、

ア
イ
ヌ
文
化
の
世
界
に
浸
っ

て
ほ
し
い
。

【
実
演
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

〇
芸
能
、
紙
芝
居
、
口
承
文

芸
、
ア
イ
ヌ
語
体
験
、
衣
し

ょ
う
体
験
（
チ
セ
、
毎
日
）

〇
ア
イ
ヌ
文
化
解
説
、
芸
能

の
上
演
（
野
外
ス
テ
ー
ジ
、

夏
季
限
定
）

　
コ
ロ
ナ
禍
だ
っ
た
開
業
当

初
に
比
べ
、
お
客
さ
ま
と
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
交
流
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
緒
に
歌
っ
た
り
楽
器
を
演

奏
し
た
り
弓
矢
を
試
し
た

り
、
世
代
を
問
わ
ず
ア
イ
ヌ

文
化
を
体
感
で
き
ま
す
。

　
最
近
の
教
育
旅
行
で
は
、

生
徒
に
よ
る
探
究
学
習
へ
の

取
り
組
み
が
テ
ー
マ
に
な
っ

て
お
り
、
「
ウ
ポ
ポ
イ
」
で

も
同
じ
地
域
の
登
別
・
洞
爺

エ
リ
ア
と
連
携
し
、
共
生
社

会
実
現
の
探
究
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
か
ら
の
高
校
生
の
皆

さ
ん
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で「
ウ
ポ
ポ
イ
」を
は
じ
め
、

登
別
・
洞
爺
エ
リ
ア
を
巡
り
、

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
や

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
す
る
こ

と
で
、
テ
ー
マ
で
あ
る
共
生

社
会
の
在
り
方
を
考
え
る
気

づ
き
を
得
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。事
前
学
習
、現
地
学
習
、

事
後
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、夏
休
み
期
間
に
は
、

子
供
も
大
人
も
み
ん
な
で
楽

し
め
る
体
験
や
も
の
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
し

て
お
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
と

も
交
流
し
、
ア
イ
ヌ
文
化
に

触
れ
、
感
じ
、
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
園
内
で
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
も
活

用
い
た
だ
く
な
ど
、
「
ウ
ポ

ポ
イ
」
で
の
１
日
を
夏
の
良

い
思
い
出
に
し
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
お

客
さ
ま
の
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
お

り
、
毎
年
、
道
内
外
の
学
校

か
ら
６
万
人
を
超
え
る
生
徒

た
ち
が
来
場
す
る
。

　
そ
の
教
育
旅
行
の
学
習
に

対
応
し
た
モ
デ
ル
コ
ー
ス
や

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
。

事
前
に
学
校
や
旅
行
会
社
と

綿
密
に
打
ち
合
わ
せ
な
が

ら
、
生
徒
た
ち
の
学
習
に
応

え
た
受
け
入
れ
態
勢
を
確
立

し
て
い
る
。

【
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
例
】

（
２
時
間
コ
ー
ス
）

　
博
物
館
（
基
本
展
示
室
）

見
学
、
伝
統
芸
能
鑑
賞
、
自

由
見
学

（
３
時
間
コ
ー
ス
）

　
２
時
間
コ
ー
ス
の
ほ
か
ア

イ
ヌ
料
理
食
体
験
が
プ
ラ
ス

（
１
日
コ
ー
ス

約
４
・
５

時
間
）

　
３
時
間
コ
ー
ス
の
ほ
か
ム

ッ
ク
リ
演
奏
体
験
が
プ
ラ
ス

〇
旅
行
会
社
と
連
携
し
、
周

辺
の
登
別
、
洞
爺
エ
リ
ア
を

巡
り
、
地
元
の
人
た
ち
と
交

流
し
、
多
文
化
共
生
を
考
え

る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
提
供

し
て
い
る
。

　
ア
イ
ヌ
民
族
は
独
自
の
言
語
や
文
化
、
歴
史
を
有
す
る
先
住
民
族
で
、
ア
イ
ヌ

は
ア
イ
ヌ
語
で
「
人
間
」
を
指
す
言
葉
。

　
本
州
北
部
、北
海
道
、樺
太
、千
島
列
島
な
ど
に
住
み
、狩
猟
、漁ぎ

ょ

撈ろ
う

、採
集
、

農
耕
、
周
辺
民
族
と
の
交
易
を
生
業
と
し
、
各
地
に
コ
タ
ン
（
村
ま
た
は
集
落
）

を
形
成
し
て
暮
ら
し
て
き
た
。

　
現
在
は
、
北
海
道
を
中
心
と
し
て
、
本
州
以
南
や
、
さ
ら
に
海
外
に
も
暮
ら
す

人
が
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
に
就
い
て
い
る
。

　
衣
服
や
道
具
、
祭
具
に
見
る
美
し
い
ア
イ
ヌ
文
様
、
ユ
カ

に
代
表
さ
れ
る
口

承
文
芸
、
カ
ム
イ
を
敬
い
感
謝
し
、
と
も
に
楽
し
む
歌
や
踊
り
や
祈
り
な
ど
、
固

有
の
世
界
観
を
伝
承
し
発
展
さ
せ
て
き
た
。

衣
服
の
展
示
（
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
）


